











 ――「時は金なり」のアイロニー ―― 
浅 岡  真 衣  
 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
一
 「幽霊塔の予告文」（『講談倶楽部』一九三七年三月号）
 
二
 「黒岩涙香、江戸川乱歩による『幽霊塔』の幻の原作とウィリアムスン『灰
色の女』」（近畿大学文芸学部紀要『文学・芸術・文化』、二〇〇三・十二）
 
三
 アリス・マリエル・ウィリアムスン（一八六九―一九三三）イギリスで生ま
れたが、アメリカ人の夫、チャールズ・ノリスと結婚後、渡米している。結
婚後は筆名
C ・
N ・ウィリアムスン夫人を主に用いている。著作は単独のも
のと夫妻合作のものともに多数。『灰色の女』は単独著作で出世作だった。
生前はかなりの人気作家で、小森健太郎によれば一九〇〇～一九一〇年代の
アメリカの小説部門の売上げベスト
1
0 に数度ランクインしている。日本で
は、涙香の「幽霊塔」の他に、矢野虹城『怪屋の奇美人』（一九二〇年）、春
日野緑『花嫁誘拐』（一九二一年）といった邦訳がある。
 
四 小森健太郎の「黒岩涙香、江戸川乱歩による『幽霊塔』の幻の原作とウィ
リアムスン『灰色の女』」（近畿大学文芸学部紀要『文学・芸術・文化』、二
〇〇三・十二）のなかで、原作確定に至るまでが述べられている。一九八〇
年代半ば、藤井茂夫が、古いアメリカ映画の中に、涙香の「幽霊塔」と筋が
そっくりなものを発見、そのフィルムの原作とされているのが、
A ・
M ・ウ
ィリアムスンの『灰色の女』だと報告した。この報告をもとに伊藤秀雄が当
時の映画カタログであらすじを見て、その物語が「幽霊塔」と同じであるこ
とを確認した。そして二〇〇〇年に小森がインターネットの古書検索で『灰
色の女』を発見、入手して確認したところ涙香の「幽霊塔」の原作であると
判明した。
 
五
 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
一五七頁。初出は現在入手困難なためこちらから引用した。
 
六
 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
一五八頁
 
七 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
一五八頁
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
八
 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
一六〇頁
 
九
 黒岩涙香『黒岩涙香集』（筑摩書房、二〇〇五・四）九頁
 
一〇
 黒岩涙香『黒岩涙香集』（筑摩書房、二〇〇五・四）十頁
 
一一
 
A ・
M ・ウィリアムスン『灰色の女』（論創社、二〇〇八・二）一～二頁
 
一二
 
A ・
M ・ウィリアムスン『灰色の女』（論創社、二〇〇八・二）四頁
 
一三
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）一二五頁
 
一四
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）一二五～一二六頁
 
一五
 橋本毅彦、栗山茂久『遅刻の誕生 近代日本における時間意識の形成』
 
六頁
 
一六
 
 中村尚史「近代日本における鉄道と時間意識」（ 橋本毅彦、栗山茂久『遅
刻の誕生 近代日本における時間意識の形成』）二十三頁
 
一七
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）一四六頁
 
一八
 『遅刻の誕生 近代日本における時間意識の形成』一八〇頁を参考にした。
 
一九
 「時の尊さ」（青木季子作詞、永井幸次作曲）（『時間意識の近代―時は金
なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・一〇）二七三頁）
 
二〇
 「金より尊い時間」（田淵巌作詞、永井幸次作曲）（『時間意識の近代―時
は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・一〇）二七三頁）
 
二一
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）一八一頁
 
二二
 「時は金なりのなぞ」（『遅刻の誕生 近代日本における時間意識の形成』
（三元社、二〇〇一・八）第十二章、三二四頁）
 
二三
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）二九〇頁
 
二四
 『日本児童文学大系第五巻小川未明集』（ほるぶ出版、一九七七・一一）
 
二五
 『時間意識の近代―時は金なりの社会史―』（法政大学出版局、二〇〇六・
一〇）二九三頁
 
二六
 萩原朔太郎「時計を見る狂人」（「新作家」一九三一年五月号）
 
  ここでは初出を引用した。西本が挙げていたものは以下の通りである。
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「或る瘋癲病院の部屋の中で、終日椅子の上に坐り、爲すこともなく、
毎日時計の指針を凝視して居る男が居た。おそらく世界中で、最も退屈
な、「時」を持て餘して居る人間が此處に居る、と私は思つた。ところ
が反對であり、院長は次のやうに話してくれた。この不幸な人は、人生
を不斷の活動と考へて居るのです。それで一瞬の生も無駄にせず、貴重
な時間を浪費すまいと考へ、ああして毎日、時計をみつめて居るのです。
何か話しかけてご覽なさい。屹度腹立たしげに呶鳴るでせう。「默れ！ 
いま貴重な一秒時が過ぎ去つて行く。
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! 」と。（萩
原朔太郎『萩原朔太郎全集第一巻詩集』（新潮社、一九五九・四））
 
二七
 「故にこの「自註」は、実には詩の註解と言ふべきものでなく、かうした
若干の詩が生れるに至る迄の、作者の準備した心のノートを、読者に公開
したやうなものなのである」と「散文詩自註」の前書で述べている。（萩
原朔太郎『萩原朔太郎全集第一巻詩集』（新潮社、一九五九・四）四五一
～四五二頁）
 
二八 萩原朔太郎『萩原朔太郎全集第一巻詩集』（新潮社、一九五九・四）
 
四六五頁
 
二九
 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
二二八～二二九頁
 
三〇
 江戸川乱歩『江戸川乱歩全集第十巻
 幽霊塔』（講談社、一九七九・二）
 
一六〇頁
 
